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マ ウ ス テ ラ ト カ ル シ ノ ー
マ 幹 細胞 （EC　c θll）

の 分化 の初 期過程 は駈様体 （EB＞と呼 ばれ る

構造 の 形成 で あ る と 考 え ら れ る 。 今回 、 我

我 は 齠 ．の 構造 に 関 す る 酵素 細 胞化 学 的 研 究

を行 な い
、 分化 rpマ ーカー と し て の 諸 酵素

活 性 検出 に っ い て 検討 し た
。

方法 ： 〇四 6α5Q株 の EB を ／ ，29 ／隣 雄 マ

ウ ス よ り採取 し便用 し た 。Alkalin θ

phospha £ aβe　（ALPa日e），　5tNucleoti（捻 se

｛5な幻 ， Mgr 醒 Pase お よ び PNPPase に つ い て

活 性を 検出 し た 。 　ALPaseg  
一ATPase （

Mayahara 　e七　a 工．，　196 ？），　5な餌　（WaGhg七ein

＆ MeiseZ ， 1957 ＞お よ び P｝JPPase （Maya3iaJ
“
a

＆ Ogawa ， 1980）は そ れ ぞ れ の 報告 の法 に 若干

の 変更 を加 え た 。

結 果 ： ALPase は こ れ まで の 報告 の 通 りEσ細

胞 に の み 認 め られ た
。  

一A四 ase は endO
一

dermaal　Gel 汐ト側 表醗 に そ の 活性 が 局在 した

。 51　一一N は endode   組 coU ．表面 に 活 性が 認

め ら れ た が 、 冠C細胞 に は 認 め られ な か っ た 。

PSdPPaseは EB内部 に 生 じた 細 胞 間隙 に 面 す る

細 胞 の 細 胞膜 に活 性 が 検出 さ れ た が 、 外 層 の

sndoderma ユ ce 且 に は 活 性 が 認 め られ な か っ

　 た
。

織 艶膜に幽来す る77 ・ゴ ゾ ーム 膜1嵐 ど のよ

うな過程によ 乏）互も  に結蛤 眺 翼に又 、 黌イ

ソ ゾームと融奮するのかに つ いτ 、 騰 こ注 翻

して 検盞寸をすずめてい る。 今讎楓 膿黠含酵

藁を細胞イ瞠 的に検出婁 ること1こよ り、 融含

時における膜構造に つ い 電 検射し臨

方浅 ：西洋ツサ ビ磁来パ ーオ串シ
）Sl一ゼ を、

マ ウス羅静脈よ 噂注射し 、 離 立購 にお

ける皺り込 みを促し此 ，、欝注 10 分後 Il．％

グル タ ル ア ル デヒ 騨で 約 5分還流隴 し、

一

晩i蝋 4Q ／
as凍結切片作成 そ の後、 ア ル

カリ性ボ ス フア タ
ー  野（ALPase ）濡極三の検

畠を彳『ゆ た 。 次も、禦 、 搾 ス ミウム 酸にて畿固

鼠 駄 嬲 超薄切片作成後縷鏡 し た 。

黠畢と考禦 畧遡 立尿継讐に蕪 するフ ァ ゴゾ

ー
厶の うち、

ALPase ｝嬲 牲を承すもの に

つ いて 、 その局在牲を甕驟 iした 。
ALPase 活

牲は、 フ ァ
ゴゾーム 膜外葉に検出された孤

7 ア
ゴ ゾb・一ム膜融舗 立で は 、 澑性は認め ら

れなかつ た。 我 瑠はすで に、融合部泣で は外

套様構造力擺 め られず 、 しかも、 綴質に富む

こ とを崇峻」し尨 ） 今圓の 解見は、 璽にその部

位で i嵐 タ ソ パ ク質性成分が欠けている可能

性を示すもので ある。 更に 、 ALPase 以外の

膜結合酵素の 局在に つ いて検討中で ある。
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